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　「部下育成」に関して 1番大切

なことは何でしょうか。それは「信

頼関係」です。 2月号， 3月号で

それぞれ「部下を理解する」「部

下の立場で考える」と伝えてきま

したが，今回は，信頼関係を構築

するために必要なことを考えてみ

ましょう。

1. 信頼関係構築のための

3ポイント

　チームは共通の目的や目標を達

成するために個人が集まった組織

体です。その目標を達成するため

に会社では，「売上」「企画」「商

品開発」などそれぞれの業務を進

めていきますが，ここでリーダー

に求められることはチームの力を

高め目標達成し，会社へ貢献する

ことです。

（1）目標達成のサポート

　チームにとって「目標」は重要

です。なぜなら仕事をするうえで

皆さんは多くの悩みや課題を抱え

ていることでしょう。そこで「仕

事の理想形＝目標」を掲げれば，

「目標達成＝現状＋課題解決」と

いう方程式が見えてきます。

　この「目標」を達成することで

得られる仕事へのやりがいや組織

貢献する喜びは何物にも代えがた

い感覚です。この達成感を部下に

感じてもらうべく，リーダーは達

成までのサポートが必要とされま

す。

　具体的には，達成への進捗状況

のチェックに始まり，任せた業務

量，業務内容が適正かどうかなど

の「進捗管理」です。ここでは個々

人のスキル，得意分野，業務スピ

ードなどを把握しておかなければ

なりません。またリーダーへの報・

連・相も的確に行われるよう見て

おかなくてはなりません。

（2）モチベーションのキープ

　2017年にアメリカの調査会社

ギャラップ社が世界各国の企業を

対象に実施した従業員のエンゲー

ジメント（仕事への熱意度）調査

によると，日本は「熱意あふれる

社員の割合が 6％」「調査した139

カ国中132位と最下位クラス」「周

囲に不満をまき散らしている無気

力な社員の割合は24％」「やる気

のない社員は70％」などと惨憺

たる結果が出て，これまで多くの

メディアなどで取り上げられてき

ました。

　よく「モチベーション（やる気）

が上がる研修をやってほしい」と

の要望をいただきますが，そもそ

も「やる気」は人によって高まる

度合いは違いますし，個々人のモ

チベーションリソース（やる気の

源）は人によって違います。では，

組織のメンバー全員がモチベーシ

ョンを高くキープするにはどうす

ればよいのでしょう。

　 1日 8時間も仕事をすると気持

ちの波が必ずありますが，この波

の高いところだと高いパフォーマ

ンスを発揮できることは理解でき

るでしょう。この高いところをど

う保つか。このモチベーションが

上がるポイントが人それぞれ違う

点を個別面談などで認識したうえ

で，部下個々人のモチベーション

リソースを把握し，定期的にコミ

ュニケーションをとることが必要

です。
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（3）明確な指示

　すべての業務を円滑かつ効率よ

くするために，メンバーに対して

的確な指示を与えることは，リー

ダーに欠かせない仕事です。スポ

ーツでいえばあなたはコーチ。チ

ームが勝つために監督から与えら

れた目標を部下である選手に伝

え，各自求められる結果を出せる

ようにしなければなりません。ま

たここでリーダーとして頭に入れ

ておかなければならないのが，「部

下の上の存在」というより「チー

ムをまとめる」ということです。

個別の顧客群やニッチなマーケッ

トにおいては部下のほうが精通し

ている場合もあります。

①可視化する

　リーダーの指示の多くは口頭が

多いと思いますが，私が営業支援

を行う際よく使うものがホワイト

ボードです。社内の他部署メンバ

ーをはじめ，顧客，提携業者など，

複数登場する場合はホワイトボー

ドだと大きく使え「皆で可視化で

きる」ので，コンセンサスを得る

スピードが格段に違いますし，何

より視点のギャップがケアできま

す。ただでさえ部下はリーダーよ

り他部署メンバー，顧客，提携業

者との関係性が分かりません。そ

こで情報量が多く，指示が複雑だ

ったり曖昧だと，部下は聞き逃し

を起こしたりしてパニックになり

ます。そういった点をカバーし，

的確に伝えるためにもホワイトボ

ードやせめて紙やデータで示しな

がら，情報を可視化して共有する

ことが必要です。

②優先順位を明確にする

　任せた業務の中で，どの動きを

優先すべきか明確に伝えるように

しましょう。「言わなくても分か

るはず」という指示の出し方では，

ミスや不具合が起こります。指示

する側は自分目線で指示しがちで

すが，部下は少ない情報から全体

を理解しなければなりません。そ

の指示はなぜ必要なのか，その指

示された動きをとることでどのよ

うな成果が生まれるのかなど背景

や意味とともに，優先順位を伝え

ましょう。

2. リーダーに求められる

スキル「統率力」

　組織をまとめて目標達成するた

めに求められる力が統率力です。

統率力をより発揮することが部下

からの信頼を得ることにつながり

ます。

①最適解を出す

　例えば，集団で山登りをする際，

複数のルートから 1つのルートを

決めるとします。その時リーダー

がどのルートを進むべきかなかな

か決められないと部下はどう感じ

るでしょう。また間違ったルート

の選択もNGです。いかに「頂上

まで進める道（最適解）」を選択

するかが大切です。この最適解を

仕事においてリーダーは常に出す

ことが求められます。

②目配りができる

　統率力のある人は，細かいとこ

ろに目配りできる「小さな目」を

備えています。多くの人を統率し

ながら目標を達成したり，よりよ

い成果を出したりするためには，

全体を俯瞰しながら個々のメンバ

ーのモチベーションを高めなくて

はなりません。このスキルは，部

下を力で強引にまとめようとする

のではなく， 1人ひとりの「モチ

ベーション」をいかに高くキープ

できるかがポイントです。ここか

ら「リーダーは自分のことをちゃ

んと見てくれている。自分を評価

してくれている」と部下が感じる

承認や評価への行動につながりま

す。

③ピンチに強い

　統率力がある人には，ピンチに

強いことも求められます。チーム

の業績が好調の時は調子の波に乗

ればいいですが，一旦形勢が逆転

しピンチになった時，まさにコロ

ナ禍の今，先が見えない状況にリ

ーダーが「右往左往」していたら

部下はどう感じるでしょうか。そ

れではとても部下の信頼など得ら

れないでしょう。ここはスピード

ある熟考を重ねながら「このリー

ダーについて行けば安心だ」と思

わせる言動が求められます。この

「ピンチに動じないこと」が，統

率力がある人の特徴といえるでし

ょう。
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